
　

日
本
ア
ル
プ
ス
は
、
本
州
の
中
部
地
方
に
3
0
0
0
m
級
の
峰
を

連
ね
る
広
大
な
山
岳
地
で
、
北
ア
ル
プ
ス
、
中
央
ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル

プ
ス
の
3
つ
の
山
域
か
ら
な
る
。

　

北
ア
ル
プ
ス
は
、
富
山
県
、
長
野
県
、
岐
阜
県
に
ま
た
が
り
、
南
北

1
5
0
㎞
を
超
え
る
巨
大
な
飛
騨
山
脈
の
通
称
と
し
て
知
ら
れ
、
穂
高

岳
、
槍
ヶ
岳
、
立
山
、
白
馬
岳
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の
名
峰
を
擁

す
る
。ま
た
、ふ
も
と
の
上
高
地
や
室
堂
平
は
日
本
屈
指
の
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
に
ぎ
わ
い
、
登
山
口
に
華
や
か

な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。

　

峰
々
は
概
し
て
急
峻
で
、
険
し
い
岩
稜
が
目
立
つ
も
の
の
、
登
山
道

は
縦
横
無
尽
に
ひ
ら
か
れ
、
山
小
屋
も
多
く
点
在
す
る
こ
と
か
ら
、
自

由
自
在
な
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
計
画
で
き
る
の
も
魅
力
だ
。
な
お
、
北

ア
ル
プ
ス
は
山
域
が
広
大
な
こ
と
か
ら
、
本
誌
で
は
、
立
山
連
峰
と

後う
し
ろ
た
て
や
ま

立
山
連
峰
を
北
部
、
主
稜
線
と
常
念
山
脈
を
南
部
と
し
て
い
る
。

　

南
ア
ル
プ
ス
は
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
に
ま
た
が
る
赤
石
山

脈
の
通
称
で
あ
り
、山
岳
標
高
日
本
第
2
位
の
北
岳
を
擁
す
る
。な
お
、

山
梨
県
と
長
野
県
に
か
か
る
北
側
エ
リ
ア
と
、
長
野
県
と
静
岡
県
に
か

か
る
南
側
エ
リ
ア
に
登
山
口
が
わ
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
誌
で
は
南
ア

ル
プ
ス
を
北
部
と
南
部
に
大
別
し
て
い
る
。

　

北
岳
や
甲
斐
駒
ヶ
岳
、
仙
丈
ヶ
岳
が
座
し
て
人
気
の
南
ア
ル
プ
ス
北

部
エ
リ
ア
は
、
高
速
道
路
や
鉄
道
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
南
部

エ
リ
ア
は
そ
れ
と
は
逆
で
山
深
く
、
秘
境
感
に
あ
ふ
れ
る
。
そ
し
て
南

ア
ル
プ
ス
の
峰
々
は
、
一
峰
一
峰
が
ど
っ
し
り
と
し
た
量
感
を
持
つ
の

が
魅
力
。
さ
ら
に
北
部
も
南
部
も
高
山
植
物
の
宝
庫
だ
。

　

中
央
ア
ル
プ
ス
は
、
長
野
県
南
部
に
位
置
す
る
木
曽
山
脈
の
通
称
。

木
曽
駒
ヶ
岳
や
空う

つ
ぎ
だ
け

木
岳
、
恵え

な
さ
ん

那
山
が
日
本
百
名
山
に
名
を
連
ね
て
よ
く

知
ら
れ
、
木
曽
駒
ヶ
岳
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
手
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

こ
と
か
ら
、
ア
ル
プ
ス
入
門
の
山
と
し
て
人
気
が
高
い
。

　

日
本
ア
ル
プ
ス
に
は
、
数
年
か
け
て
も
歩
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
山
々

が
そ
び
え
、
無
数
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、
尾
根
や
稜
線
、
山
頂
か
ら
望
む

絶
景
の
数
は
計
り
知
れ
な
い
。
ま
だ
見
ぬ
感
動
の
絶
景
を
求
め
て
ア
ル

プ
ス
を
目
指
そ
う
。

ア
ル
プ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
の
屋
根
で

絶
景
に

出
会
お
う

宙そ
ら

に
限
り
な
く
近
い
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